
2023年 6月 18日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒501番（MK姉） 

『わがため傷つき』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15:1~7節（MM姉） 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十

九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけたら、喜んでそ

の羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでくだ

さい』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

礼拝讃美歌⇒84番（旧 30番） 

『良き羊飼いは』 

 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 5:7~10節（SK兄） 

『キリストは、肉において生きておられたとき、激しい叫び声をあげ、涙を流しながら、御自分を死から救う

力のある方に、祈りと願いとをささげ、その畏れ敬う態度のゆえに聞き入れられました。キリストは御子であ

るにもかかわらず、多くの苦しみによって従順を学ばれました。そして、完全な者となられたので、御自分に

従順であるすべての人々に対して、永遠の救いの源となり、神からメルキゼデクと同じような大祭司と呼ばれ

たのです。』 

 

（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒132番（旧 196番）（KH姉） 

『栄光の主イエスの』 

 



 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒イザヤ書一 53:5~7節（TM兄） 

『彼が刺し貫かれたのは／わたしたちの背きのためであり／ 

彼が打ち砕かれたのは／わたしたちの咎のためであった。 

彼の受けた懲らしめによって／わたしたちに平和が与えられ／ 

彼の受けた傷によって、わたしたちはいやされた。 

わたしたちは羊の群れ／道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。 

そのわたしたちの罪をすべて／主は彼に負わせられた。 

苦役を課せられて、かがみ込み／彼は口を開かなかった。 

屠り場に引かれる小羊のように／毛を刈る者の前に物を言わない羊のように／彼は口を開かなかった。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒154番（旧 193番） 

『罪も咎も汚れもなき』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15:1~2、25~32節（HK兄） 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。 

 

ところで、兄の方は畑にいたが、家の近くに来ると、音楽や踊りのざわめきが聞こえてきた。そこで、僕の一

人を呼んで、これはいったい何事かと尋ねた。僕は言った。『弟さんが帰って来られました。無事な姿で迎え

たというので、お父上が肥えた子牛を屠られたのです。』兄は怒って家に入ろうとはせず、父親が出て来てな

だめた。しかし、兄は父親に言った。『このとおり、わたしは何年もお父さんに仕えています。言いつけに背

いたことは一度もありません。それなのに、わたしが友達と宴会をするために、子山羊一匹すらくれなかった

ではありませんか。ところが、あなたのあの息子が、娼婦どもと一緒にあなたの身上を食いつぶして帰って来

ると、肥えた子牛を屠っておやりになる。』すると、父親は言った。『子よ、お前はいつもわたしと一緒にいる。

わたしのものは全部お前のものだ。だが、お前のあの弟は死んでいたのに生き返った。いなくなっていたのに

見つかったのだ。祝宴を開いて楽しみ喜ぶのは当たり前ではないか。』」』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 12:41~44節 



『イエスは賽銭箱の向かいに座って、群衆がそれに金を入れる様子を見ておられた。大勢の金持ちがたくさん

入れていた。ところが、一人の貧しいやもめが来て、レプトン銅貨二枚、すなわち一クァドランスを入れた。

イエスは、弟子たちを呼び寄せて言われた。「はっきり言っておく。この貧しいやもめは、賽銭箱に入れてい

る人の中で、だれよりもたくさん入れた。皆は有り余る中から入れたが、この人は、乏しい中から自分の持っ

ている物をすべて、生活費を全部入れたからである。」』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 13:23節 

『良い土地に蒔かれたものとは、御言葉を聞いて悟る人であり、あるものは百倍、あるものは六十倍、あるも

のは三十倍の実を結ぶのである。」』 

 

 

聖書⇒マルコによる福音書 1:16~20節（SK兄） 

『イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたとき、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打ってい

るのを御覧になった。彼らは漁師だった。イエスは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」

と言われた。二人はすぐに網を捨てて従った。また、少し進んで、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、

舟の中で網の手入れをしているのを御覧になると、すぐに彼らをお呼びになった。この二人も父ゼベダイを雇

い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後について行った。』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 2:8~9節 

『事実、あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われました。このことは、自らの力によるのではなく、

神の賜物です。行いによるのではありません。それは、だれも誇ることがないためなのです。』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1:4~6節 

『天地創造の前に、神はわたしたちを愛して、御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリストに

おいてお選びになりました。イエス・キリストによって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めにな

ったのです。神がその愛する御子によって与えてくださった輝かしい恵みを、わたしたちがたたえるためです。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 6:12~16節 

『そのころ、イエスは祈るために山に行き、神に祈って夜を明かされた。朝になると弟子たちを呼び集め、そ

の中から十二人を選んで使徒と名付けられた。それは、イエスがペトロと名付けられたシモン、その兄弟アン

デレ、そして、ヤコブ、ヨハネ、フィリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルファイの子ヤコブ、熱心党

と呼ばれたシモン、ヤコブの子ユダ、それに後に裏切り者となったイスカリオテのユダである。』 

 

聖書⇒イザヤ書 46:9b~10節 

『わたしは神、ほかにはいない。わたしは神であり、わたしのような者はいない。わたしは初めから既に、先

のことを告げ／まだ成らないことを、既に昔から約束しておいた。わたしの計画は必ず成り／わたしは望むこ

とをすべて実行する。』 



 

 

 

礼拝讃美歌⇒4番（旧 7番） 

『アバ父と神を』 

 

 

《建徳要旨》 


